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翁事の備えt匝奎j

　町消防団（中根幸男団長、団員２０３名）は、火災

の発生しやすい季節を迎え、12月１目に壬生小学校校

庭で通常点検を行いました。

　人員・服装点検、機械器具点検、ポンプ操法、黒川

河川敷での放水点検を行い、有事の際の消防体制を再

確認し、最後に分列行進で点検を終了しました。

　皆さんも火の取り扱いには、十分注意しましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（関連記事Ｐア）
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言示談

　　匹成９年９月30臼現制

　町では、皆さんに町の財政状況を正しく理

解していただくとともに、納められた税金や

国・県支出金がどのように使われているかを

知っていただくために、「財政状況の公表に

関する条例」に基づき、年に２回（６月・12

月号広報）財政状況を公表しています。

　今回は、平成９年度上半期（平成９年４月

１日から９月30日）の収入と支出の状況につ

いてお知らせします。
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二

　国庫支出金　ｱ億5,435万8千円　　　　　7･490万5千円

　　県支出金　4億1,331万8千円　　　　　ｱ･226万8千円

　　繰越金　3億2,255万9千円　　　　3億2･255万9千円

　地方譲与税　億万皿

　　財産収入　億万千皿

　使用料及び手数料　億万千皿

　自動車取得税交付金
　億万皿

　　請収入

一億万千匹

分担金及び負担金

　1億2､150万円

地方消費税交付金
　1億1,000万円

匹犬

⊂亘四回□

○亘巨石白豆）

二。w。i

[:二二]上半期収入・支出額

C二□])内は収入・支出額

匹匹

　　　　　∩詰拓∩
　　　諸支出金『漂厘∩

皿匹

　7'676万6千円　　1億6jjﾂｼjn千円

1億4'168万1千円　2億6,1jうj1千円

　7,687万3千円　　　　丿髪なたがt)ｮﾌ1?j

3億108万6千円 　　消防費
6億3,959万9千円

皿皿　　5億2,714万6千円　　　　　　　　　10億9ﾂ（mljｦ6千円

□⊇ぼ惑⊇ｺ　C二回翌亘百二）　　　　5匹826/j5白ﾆ1　　　　　11.回愕ﾄ白･=j

［万感翌翌ご］］⊂回翌翌百二）　　　　5億1･833″3白ﾆJ　　　　　12.高低=ｍ

［茫茫疆熔回］　C二回五正目二）　　　　5億4･4857j8ﾆﾆ9　　　　　12.荼回し円

匹　　　　　　　　　　　　　4億1’853万2千円　　　　　　　　　　　　　　　　19億ｽﾞWyj74千円

m　

5億1’459万1千円　　　　　　　　　　　　29億志jjl　　150万円　　　　　　j° ’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29億596万5千円

２

一穀倉計執行状爾
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諮国民健康保険％
予算額

収入清韻

支出済額

　　23億5,631万円

10億1,613万9千円

8億6,450万8千円

疹公共下水道事業疹

予算額　17億5,467万1千円
収入済額　3億4,348万8千円
支出済額　5億2,638万9千円

ご言昌ﾑ諮ご昌昌訟以よ

当されています｡）

ｉ奨学資金一
予算額

収入済額

支出済額

◎
予

174万5千円

153万8千円

153万1千円

　老人保健事業舜

算額25億3,349万9千円
収入済額　11億6,494万7千円

支出済額　　　10億4,060万円

□農業集落排水事業口

予算額　14億3,947万ｱ千円

収入済額　　1億3,901万2千円

支出済額　2億4,654万2千円

(収支の不足額は,一般会計から運用しました｡)

平成９年度上半期財政状況報告

Ujj゛: jjjj………ど5｀J゛1尚……s‾‾::万……J¨(o=IE白白ﾔｮ)11

《税の負担状況》

り

言言

血

回示談
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⇒

22,935円 39,415円 888円 2,537円 5,579円

町民税 固定資産税 軽自動車税 町たばこ税 都市計貴校

72,541円 124,665円 2,811円 8,026円 17,647円

　農業・農村の持つ美
　しい自然や景観、貴
　重な伝統文化などを
<]生かし、誰からも期
　待される魅力あるふ
　るさとの創造として
　｢ふるさとルネッサ
　ンス｣事業を推進し
　ています。

　
　
　
　
　
　
レ

少
子
化
時
代
に
お
け
る
子
育
て
を
行

う
両
親
へ
の
支
援
策
と
し
て

　
く
す
こ
や
か
子
育
て
支
援
》
制
度
が

４
月
１
日
ス
タ
ー
ト

【
写
真
は
、
児
童
ク
ラ
ブ
で
一
緒
に

な
っ
て
勉
強
す
る
子
ど
も
た
ち
】

　　　　既水道

囲治皿〕

予算額5億1,080万8千円

事業収益4億5,937万7千円

事業費用3億5,573万7千円

事業両

津軸賢司

予算額　　5億5,829万円

資本的収入　　　　　65万円

資本的支出1億2,892万4千円

資本的収支の収入が支出額に対して不足する額は、当

改良積立金で補てんしました。

~ J



第
1
7
回
「
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
」
の

開
催
承
詔
書
が
亀
井
建
設
大
臣
（
当
時
）

か
ら
開
催
者
の
栃
木
県
、
壬
生
町
な
ど

に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
　
（
２
月
2
6
日
）

できごと

平
成
1
2
年
開
催
の
「
第
1
7
回
全
国
都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
」
の
会
場
と
も
な
る
栃

木
県
壬
生
総
合
公
園
（
仮
称
）
は
、
「
創
造
性
に
あ
ふ
れ
　
ゆ
め
多
く
　
や
さ
し
く

た
く
ま
し
い
子
ど
も
た
ち
」
を
基
本
テ
ー
マ
に
《
子
ど
も
を
テ
ー
マ
と
し
た
公
園
》

と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　師走に入り、今年も残り少なくなりました。

皆さんにとって･、この１年はどんな年だった

でしょうか。

　町の主なできごとを見ながら、この１年を

振り返っｔみましょう。上　　■　　　■■■　　■■

W

整備昼本計画図
ちｰ

１
月

８
日
・
賀
詞
交
歓
会

1
5
目
・
第
4
8
回
成
人
式

　
　
　
　
（
６
８
０
人
が
新
成
人
に
）

２
月

１
目
・
人
権
を
考
え
る
町
民
の
つ
ど
い

３
目
・
立
志
式
（
壬
生
・
南
犬
飼
中
）

　
　
・
平
成
元
年
か
ら
進
め
て
来
た
町

　
　
　
消
防
団
消
防
自
動
車
の
更
新
を

　
　
　
完
了

４
日
・
わ
く
わ
く
農
業
体
験
事
業

　
　
　
地
域
農
業
セ
ミ
ナ
ー
開
く

６
日
・
老
人
ク
ラ
ブ
演
芸
大
会
並
び
に

　
　
　
作
品
展
示
会

1
5
日
・
第
９
回
女
性
の
つ
ど
い

1
6
目
・
第
1
0
回
壬
生
町
綱
引
き
大
会

　
　
・
お
も
ち
ゃ
博
物
館

　
　
　
「
お
も
ち
ゃ
病
院
」
開
設

2
3
目
・
第
Ｈ
回
町
民
剣
道
大
会

2
6
目
・
　
「
第
1
7
回
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ

　
　
　
ア
」
開
催
率
詔
書
、
亀
井
建
設

　
　
　
大
臣
よ
り
交
付
さ
れ
る

３
月

２
目
・
お
も
ち
ゃ
博
物
館

　
　
　
「
北
原
照
久
お
も
ち
ゃ
鑑
定
と

　
　
　
　
　
メ
ル
ヘ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」

８
目
・
学
習
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ｔ
’
９
日
）

1
0
目
・
城
址
公
園
橋
改
修
工
事
完
成

　
　
・
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
駅
西
目
広
場
完
成

Ｈ
目
・
中
学
校
卒
業
式

1
5
目
・
公
民
館
、
費
料
館
ま
つ
り
Ｔ
1
6
目
）

　
　
・
壬
生
町
消
費
生
活
展
Ｔ
政
行
）

1
9
目
・
小
学
校
卒
業
式

2
5
日
・
保
育
園
卒
園
式

　
　
　
．
｝

2
8
日
・
認
定
農
業
者
1
0
名
を
認
定

４
月

１
日
・
空
き
缶
等
の
散
乱
防
止
に
関
す

　
　
　
る
条
例
ス
タ
ー
ト

　
　
・
す
こ
や
か
子
育
て
支
援
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
タ
ー
ト

　
　
・
町
消
防
団
新
体
制
ス
タ
ー
ト

　
　
　
（
中
根
幸
男
氏
ふ
…
防
団
長
に
就
任
）

２
日
・
篠
原
義
明
氏
、
教
育
長
に
就
任

４
日
・
　
「
し
の
の
め
の
桜
」
ま
っ
り
〒
１
５
目
）

７
日
・
保
育
園
入
園
大

８
日
・
中
学
校
入
学
式

　
　
・
壬
生
町
戦
没
者
慰
雪
祭

９
日
・
小
学
校
入
学
大

1
6
日
・
総
合
公
園
に
鯉
の
ぼ
り
が
泳
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〒
聊
）

2
0
日
・
第
1
6
回
町
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会

2
6
日
・
お
も
ち
ゃ
博
物
館

　
　
　
第
３
回
企
画
展
「
世
界
の
乗
り

　
　
　
物
お
も
ち
ゃ
展
」
Ｔ
八
万

2
9
日
・
田
村
粂
市
氏
、
勲
６
等
瑞
宝
章

　
　
　
を
授
章

５
月

３
日
・
お
も
ち
ゃ
博
物
館

　
　
　
第
２
回
お
も
ち
ゃ
ふ
れ
あ
い
ま

　
　
　
つ
り
〒
台
且

2
5
日
・
第
1
4
回
壬
生
町
テ
ニ
ス
、
バ
ド
ミ

　
　
　
ン
ト
ン
大
会

３
１
日
・
環
境
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

６
月

１
日
・
お
も
ち
ゃ
博
物
館
、
入
他
者
4
0

　
　
　
万
人
を
超
え
る

1
3
日
・
第
Ｈ
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

1
8
目
・
壬
生
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
‘
ご
み
焼
却

　
　
　
施
設
建
設
工
事
請
負
契
約
締
結

2
2
日
・
第
１
１
ハ
回
町
民
柔
道
大
会

､-、一、.-j

　　　　　4
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………平成９年α)主1な
個
人
県
民
税
の
収
入
歩
合
が

県
平
均
を
上
回
る
な
ど
に
よ

り
、
優
良
納
税
町
と
し
て
知

事
よ
り
感
謝
状
を
受
け
る

　
　
　
　
　
　
　
テ
月
2
3
目
）

な成長を願うと共に子どもを

安心して生み育てることがで

きるよう、また、少子化時代

に子育てを行う両親への支援

策「すこやか子育て支援」制

度がスタート

　　　　　　　　（４月１日）

電
線
類
の
地
中
化
工
事
が
進
め
ら
れ
て

き
た
蘭
学
通
り
（
壬
生
大
通
り
）
の
一

部
が
完
成
、
８
月
９
日
に
は
完
成
を
記

念
し
て
蘭
学
通
リ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

開
か
れ
る

｢帯の空木｣とまで称せられた下稲葉出身の染

色家・高久空木の回顧展が開かれ、大勢の人

が訪れ空木の染色の美に酔いしれていました

　　　　　　　　　　(10月18日～11月23日)

t-i4tt天心

2
8
日
・
壬
生
町
国
際
交
流
推
進
協
議
会

　
　
　
が
設
立

フ
／
月

1
8
日
・
町
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
第
1
0
回
企
画
展
「
高
久
空
木
回

　
　
　
顧
展
」
（
二
心
）

５
日
・
青
少
年
健
全
育
成
町
民
の
つ
ど
い
　
　
1
9
日
・
第
1
2
回
健
康
ふ
く
し
ま
つ
り

７
日
・
八
坂
祭
（
夏
祭
り
）
Ｔ
政
行
）
　
　
　
　
　
　
・
お
も
ち
ゃ
博
物
館

1
0
日
・
農
業
集
落
排
水
事
業
、
上
田
、
　
　
　
　
　
第
５
回
企
画
展
「
世
界
の
お
り

　
　
　
中
泉
両
地
区
の
汚
水
処
理
施
設
　
　
　
　
　
　
加
み
展
」
開
催
（
～
卵
）

　
　
　
の
工
事
に
着
手
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
6
日
・
第
７
回
壬
生
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

1
9
日
・
お
も
ち
ゃ
博
物
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
大
会

　
　
　
第
４
回
企
画
展
「
世
界
の
か
ら
　
　
日
月

　
　
　
く
り
お
も
ち
ゃ
展
」
開
催
で
印
）
　
　
２
日
・
お
も
ち
ゃ
博
物
館

2
3
日
・
附
加
優
良
納
税
附
と
し
て
県
知
　
　
　
　
　
　
第
２
回
お
も
ち
ゃ
フ
ェ
ス
テ
ィ

　
　
　
事
態
謝
状
を
受
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ル
（
～
３
且

2
9
日
・
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
　
　
　
　
　
　
・
第
1
5
回
総
合
産
業
ま
っ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）
　
　
　
　
・
第
1
3
回
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

3
0
日
・
県
議
会
土
木
常
任
委
員
会
が
今
井
　
　
　
　
　
会
（
９
日
）

　
　
　
バ
イ
パ
ス
を
現
地
調
査
　
　
　
　
　
　
３
日
・
お
も
ち
ゃ
博
物
館
、
入
館
若
4
5

　
　
・
新
Ａ
Ｌ
Ｔ
ア
ン
ド
ル
ー
・
テ
イ
　
　
　
　
　
　
万
人
を
超
え
る
（
７
７
７
日
営

　
　
　
ラ
ー
さ
ん
（
英
国
）
着
任
　
　
　
　
　
　
　
　
業
で
4
5
万
２
、
１
３
４
人
、
１

3
1
日
・
児
童
文
化
教
室
「
宿
泊
研
修
」
　
　
　
　
　
　
　
日
平
均
来
館
者
５
８
０
入
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〒
２
日
）
　
　
　
　
　
・
瓦
井
教
郎
氏
、
勲
六
等
単
元
旭

８
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
章
を
授
章

―
日
・
町
消
防
団
夏
季
点
検
　
　
　
　
　
　
　
４
日
・
自
治
功
労
者
3
4
名
を
表
彰

９
日
・
蘭
学
通
り
の
一
部
完
成
を
記
念
　
　
　
1
9
日
・
町
長
を
囲
み
「
町
政
懇
談
会
」

　
　
　
し
て
「
蘭
学
通
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
　
　
　
　
　
　
開
か
れ
る

　
　
　
バ
ル
」
開
か
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
1
2
月

2
2
日
・
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
〒
2
3
且
　
　
　
上
目
・
町
消
防
団
通
常
点
検

2
7
日
・
町
長
の
高
齢
者
訪
問
Ｔ
ｗ
）
　
　
　
　
７
日
・
第
６
回
壬
生
町
健
康
ロ
ー
ド
レ
ー

９
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
大
会

］
Ｄ
日
・
第
６
次
海
外
行
政
視
察
団
Ｔ
2
4
日
）
　
１
８
口
・
子
ど
も
模
擬
議
会
開
催

　
　
　
（
イ
タ
リ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
を
視
察
）

一
丿
日
・
教
老
の
つ
ど
い

2
6
日
・
第
2
2
回
壬
生
町
交
通
安
全
町
民
大
会

1
0
月

９
日
・
農
政
講
演
会

1
0
日
・
第
2
7
回
町
民
歩
け
歩
け
大
会

’
t
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町の掌こやが（
　禰て闘鶏l職ﾚ

「
－
－
－
－
－
ｊ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
」
！
－
‐
‐
－
－
－
－
－

『一
　
　
｀

Ｅ

１

１

１

１

１

1 1
順
順
順

0 1
濁
は

①
第
３
子
以
上
の
出
産
の
日
前
に
、
本

　
町
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
所
を
有

　
し
て
い
る
方
。

②
現
に
２
人
以
上
の
児
童
を
養
育
し
て

　
い
る
こ
と
、
ま
た
は
、
２
人
以
上
の

　
児
童
を
養
育
し
て
い
る
事
実
状
態
に

　
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

③
第
３
子
以
上
を
出
産
し
、
か
つ
３
か

　
月
以
上
養
育
し
て
い
る
こ
と
。

-

ｊ

ヨ

１

１

；

１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

－
－
―
ｌ
ｌ
－
Ｆ
ｊ
－
－
―
－
－
―
―
－
Ｆ
－
Ｆ
－
ｊ
ｌ
－
！
－
－
ｒ
』

１
０
０
『
０
０
０
円

一 一 一 一 一 一

保
育
料
を
減
免

　
　
《
第
３
子
が
２
分
の
１
。

　
　
　
　
　
　
第
４
子
以
降
全
額
免
除
》

　
町
立
の
保
育
園
、
民
間
の
２
保
育
園
入
園
児
童
の
保
育
科
が
第
３

子
が
２
分
の
１
、
第
４
子
以
降
は
全
額
免
除
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、

一
世
帯
で
第
１
子
が
小
学
生
、
第
２
子
が
入
園
児
の
場
合
は
、
第
３

子
の
保
商
科
が
２
分
の
１
に
減
額
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
第
４
子
以

降
が
入
園
し
て
い
る
場
合
は
、
保
育
科
が
全
額
免
除
に
な
り
ま
す
。

放
課
後
児
童
対
策
事
業

　
保
護
者
等
の
不
在
な
ど
に
よ
り
、
下
校
後
保
護
指
導
を
受
け
る
こ

と
の
で
き
な
い
、
町
内
の
小
学
校
に
通
学
す
る
１
年
生
か
ら
３
年
生

ま
で
の
児
童
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
、
児
童
と
保
護
者
で
組
織

す
る
児
童
ク
ラ
ブ
が
基
本
的
な
習
慣
を
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
申
で
学

習
す
る
場
を
提
供
し
ま
す
。

　
町
内
の
小
学
校
に
在
籍
す
る
１
・

２
・
３
年
生
の
児
童
で
、
下
校
後
家
族

が
留
守
の
た
め
、
保
護
者
の
指
導
を
受

け
ら
れ
な
い
児
童

①
児
童
の
育
成
・
指
導

②
地
域
及
び
保
護
者
相
互
の
連
絡
・
提

　
携

③
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
定
期
的

　
な
運
営
委
員
会
の
開
催

W

　
呂
詰
ぽ
副
派
　
　
齢
‥
皿
皿

○
開
設
ｍ
Ｅ
－
－
　
　
　
　
　
一
匹

　
・
原
則
と
し
て
、

　
　
下
校
時
か
ら
午
後
５
時
3
0
分

　
粧
し
、
学
校
休
茶
巾
は
、
午
前
８

　
　
時
3
0
分
か
ら
午
後
５
時
3
0
分
）

○
休
　
日

　
・
日
曜
日
、
祝
日
及
び
年
末
年
始

◇
ど
ん
ぐ
り
児
童
ク
ラ
ブ
�
８
３
５
０
１
（
リ

　
　
　
壬
生
町
落
合
１
－
1
5
－
５

６

‐
　
　
　
　
‐
」
　
－
　
　
、
ｄ
ｌ
一
９
１

９

’
‾
Ｉ
　
Ｓ
’
ｌ
’
ｕ
ｌ
Ｆ
Ｉ
　
’
ｓ
）
、
Ｊ
ｌ
ｕ
７
ｓ
ｉ
。
‐
‐
‐
‐

き
る
よ
う
、
少
子
化
時
代
に
子
育
て
を
行
う
両
親
へ
の
支
援
一

策
と
し
て
『
す
こ
や
か
子
育
て
支
援
金
』
ヽ
『
第
３
子
以
降
の

‐
‐
‐
‐

‐

　
町
で
は
、
2
1
世
紀
を
担
う
お
子
さ
ん
の
健
や
か
な
成
長
を

願
う
と
と
も
に
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
Ｉ

保
育
料
減
免
』
、
『
放
課
後
児
童
対
策
事
業
』
な
ど
の
く
す
こ

や
か
子
育
て
支
援
事
業
》
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
支
援
事
業
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

す
こ
や
か
子
育
て
支
援
金

　
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
第
３
子

以
上
の
出
生
児
に
『
す
こ
や
か
子
育
て
支
援
金
』
を
交
付
し
、
少
子

化
時
代
に
お
け
る
子
育
て
を
行
う
両
親
へ
の
支
援
を
行
う
。
な
お
。

こ
の
制
度
は
、
平
成
９
年
４
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
か

ら
適
用
に
な
り
ま
す
。

　
次
の
要
件
、
す
べ
て
に
該
当
し
た
方
　
　
１
人
に
つ
き

に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
該
当
す
る
方
は
、
出
産
の
日
か
ら
３

か
月
経
過
後
に
町
民
生
部
福
祉
課
、
稲

葉
・
南
犬
飼
出
張
所
に
お
い
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

ご利用ください



町
消
防
団
通
鴬
点
検
行
う

　
町
消
防
団
（
中
根
幸
男
団
長
、
団
員
２
０
３
名
）
の
通
常
点
検
が
1
2
月
１
目
、
壬

生
小
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
点
検
は
、
佐
藤
勉
衆
議
院
議
員
、
町
内
外
の
消
防
関
係
者
等
の
来
賓
が
見
守
る
中
、

点
検
者
清
水
町
長
の
点
検
者
宣
言
に
よ
号
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
員
・
服
装
お
よ
び
機
械
器
具
、
ポ
ン
プ
秘
法
の
点
検
、
黒
川
河
川
敷
に
場
所
を

移
し
て
の
放
水
点
検
が
、
中
根
団
長
の
指
揮
の
も
と
迅
速
・
機
敏
に
行
わ
れ
、
点
検

者
よ
り
「
良
好
で
あ
る
。
町
民
の
付
託
に
応
え
る
た
め
に
精
進
を
読
け
て
ほ
し
い
」

と
の
講
評
・
訓
示
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
永
年
勤
読
者
や
消
火
協
力
者
な
ど
の
消
防
功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
最

後
に
、
蘭
学
通
り
（
壬
生
大
通
り
）
を
分
列
行
進
し
、
点
検
を
終
了
し
ま
し
た
。

表
彰
（
敬
称
略
）

ブ
　

1
1
1

1

一
二
、
・
ノ
．

○
功
績
章

　
第
１
分
団
長

　
第
３
分
団
長

関
本
吉
岡

和
夫
柴

　
　
　
　
ノ
ご
レ
・
Ｉ
。
．
…
…
こ
…
…
ぺ
’
．
‥
に
Ｉ
。
・
一
・
．
っ
．
．

○
功
績
章

　
第
３
分
団
第
２
部
団
員
　
伊
滞
　
好
夫

○
勤
続
章
　
５
年

　
〈
第
１
分
団
〉　

　
　
第
２
部
団
目
一
　
三
上
　
健

　
　
　
　
　
ク
　
　
　
荒
川
　
実

　
　
　
第
４
部
団
員
　
山
川
　
滋

　
　
　
　
　
÷
　
　
　
吉
田
　
春
夫

〈
第
２
分
団
〉

　
　
　
第
３
部
部
長
　
加
藤
　
久
男

　
　
　
　
ク
　
班
長
　
杢
旦
　
良
則

　
　
　
　
ク
　
団
員
　
清
水
　
栄
一

〈
第
３
分
団
〉

　
　
　
第
１
部
団
員
　
小
野
崎
末
吉

第
２
部
部
長

第
３
部
部
長

　
ク
　
班
長

第
４
部
部
長

　
ク
　
班
長

第
５
部
部
長

　
々
　
団
員

西
山
斎
藤
荒
川
粂
川
川
岸
篠
崎
小
平

jW晴
美

和

久
浩
史
清
孝

哲
生
昭
博

○
功
績
章

　
第
３
分
団
第
２
耶
団
員
　
伊
渾
　
好
夫

○
勤
続
章
　
５
年

　
（
栃
木
県
消
防
略
号
‐
都
賀
支
部
長
表
彰
と
同
じ
）

○
優
良
部
及
び
努
力
賞
の
部

【
優
良
部
】

　
◇
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
１
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
分
団
第
１
部

　
◇
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
積
戦
車
の
耶

　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
５
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
分
団
第
３
部

【
努
力
賞
の
部
】

　
◇
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
分
団
第
５
部

◇
小
型
勣
カ
ポ
ン
プ
積
戦
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
第
１
分
団
第
５
部

《
平
成
８
年
度
退
団
者
》

　
　
前
団
長
　
梁
島
　
安
男
ほ
か
4
4
名

《
防
火
貯
水
槽
土
地
提
供
者
》

　
　
　
　
羽
生
田
地
区
　
荒
川
　
正
一

　
　
　
　
七
ツ
石
地
区
　
早
乙
女
茂

《
消
火
協
力
者
》

中
央
町
８
‐
５
　
高
橋
　
守
・
シ
ズ
子

中
央
町
フ
ー
８
　
足
利
銀
行
壬
生
支
店

駅
東
町
2
6
‐
６

藤
＃
１
７
７
７
‐
６

駅
東
町
４
‐
2
4

中
央
町
６
‐
4
7

中
央
町
1
7
－
2
3

本
丸
１
‐
９
‐
３
１

通
町
７
2
2

中
央
町
７
‐
―

中
央
町
７
‐
Ｈ

羽
生
田
２
１
０
７

　
　
　
１

羽
生
田
3
6
１

本
丸
２
‐
Ｈ
‐
フ

伏
見
本
森
橋
本
川
島

兜豊

昭

一

有
由

高
水
　
信
行

荒
川
　
克
己

東
川
　
長
作

日
向
野
光
子

増
田
　
美
博

荒
川
　
イ
チ

山
□
　
哲
男

新
優
本
店
㈱

《
防
火
協
力
団
体
》

　
　
　
　
上
通
町
自
治
会
青
壮
年
部

表彰を受ける消防団員

一 － 一 一

- 一 一 一 一 一 一 - 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ･

確定申告

の
サ
ラ
リ
ー
ー
マ
ン
は
、
年
末

税
を
完
丁
し
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
場

合
な
ど
に
は
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
平
成
９
年
分
の
給
与
収
入
の
合
計
が

　
２
、
０
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

　
金
額
の
合
計
額
が
2
0
万
円
を
超
え
る

　
場
合

③
給
与
の
支
払
い
を
２
か
所
以
上
か
ら

　
受
け
て
い
る
場
合
で
、
年
末
調
整
を

　
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額

　
と
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

　
所
得
金
額
の
合
計
額
が
２
０
万
円
を
超

　
え
る
場
合

　
な
お
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な

い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
マ
イ
ホ
ー
ム

を
ロ
ー
ン
な
ど
で
取
得
し
た
り
、
多
額

の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
な
ど
に

は
、
確
定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
申
告
書
を
書
く
と
き
は
「
所
得
税
の

確
定
申
告
の
手
引
き
」
や
「
申
告
書
の

書
き
方
」
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
「
申
告
書
の
書
き
方
」
に
示
さ
れ
て

い
る
番
号
順
に
記
入
し
て
い
き
ま
す

と
、
所
得
や
税
額
の
計
算
が
簡
単
に
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

自
分
で
記
入
し
て
郵
送
な
ど
に
よ
り
お

早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
点
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
栃
木
税
務
署
（
�

2
2
－
０
８
８
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
に
せ
税
理
士
に
ご
注
意
を

　
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、

税
金
の
申
告
手
続
き
な
ど
を
税
理
士
に

依
頼
す
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
際
に
は
正
規
の
税
理
士
か
ど
う
か

を
税
理
ナ
証
票
等
で
よ
く
確
か
め
て
く

だ
さ
い
。

　
納
税
者
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
税
務
代

理
、
税
務
書
類
の
作
成
、
税
務
相
談
は

法
律
に
よ
り
税
理
士
に
し
か
で
き
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

フ
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町
政
に
つ
い
て
清
水
町
長
と
自
治
会
　
　
町
が
進
め
て
い
る
「
夢
と
清
力
に
あ
ふ

長
と
で
意
見
を
交
わ
す
、
町
自
治
会
連
　
　
れ
た
緑
園
都
市
・
み
ぶ
」
の
実
現
に
向

背
会
（
石
川
昭
三
会
長
）
主
催
の
「
町
　
　
け
た
ま
ち
づ
く
り
状
況
に
つ
い
て
の
講

談
懇
談
会
」
が
Ｈ
月
1
9
日
、
多
数
の
自
　
　
話
が
あ
り
ま
し
た
。

治
会
長
さ
ん
が
参
加
し
、
壬
生
中
央
公
　
　
　
次
い
で
、
各
自
治
会
長
さ
ん
か
ら
遊

民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
路
の
問
題
や
町
村
合
併
、
い
じ
め
、
少

　
懇
談
会
に
は
、
町
か
ら
清
水
町
長
、
　
　
子
化
、
水
資
源
の
問
題
な
ど
、
直
接
生

毛
塚
収
入
役
、
篠
原
教
育
長
、
総
務
・
　
　
治
に
結
び
っ
く
要
望
等
が
出
さ
れ
、
町

民
生
・
経
済
の
各
部
長
、
教
育
次
長
が
　
　
長
を
交
え
た
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

出
席
、
は
じ
め
に
清
水
町
長
よ
り
、
今
　
　
れ
ま
し
た
。

録
画
都
市
・
み
ぶ
に
向
け
た

　
　
ま
ち
づ
く
リ
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
話
す
清
水
町
長

　
　
”
”
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町
教
育
文
化
祭
が
Ｈ
月
２
８
日
、
壬
生
中

町
の
教
育
功
労
者
を
表
彰
す
る
壬
生
　
　
ど
、

央
公
民
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
清
水
町
長
は
あ
い
さ
つ
で
、
「
壬
生

は
城
下
町
と
し
て
、
古
く
か
ら
侵
れ
た

教
育
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
ぜ
ひ
お
力
添
え
を
願
い
た
い
。
」

と
述
べ
、
続
く
表
形
式
で
は
、
長
年
町

に
勤
め
た
教
育
関
係
職
員
の
方
や
、
教

育
振
興
の
た
め
の
寄
附
を
さ
れ
た
方
な

教
育
功
労
者
に
賞
状
と
記

さ
ん
し
て
国
で
に
移
持
さ

に
よ
る
「
中
国
残
留
孤
児

式
典
の
あ
と
、
倉
持
美
沙
子

講
演
が
行
わ

れの
｀娘
中　と

ち
、
平
成
５
年
に
日
本

壬
生
に
住
ん
で
い
る
合

鴨
な
日
本
語
で
自
ら
の

壬
生
の
偉
人
・
義
人
た
ち
（
八
）

　
　
立
志
伝
中
の
三
兄
弟

　
大
審
院
部
長

　
　
西
川
一
男
（
に
し
か
わ
か
ず
お
）

　
西
川
正
順
の
長
男
と
し
て
１
８
７
０

年
（
明
治
３
年
）
壬
生
町
城
南
に
生
ま

‐
‐
‐
‐
‐
･
れ
ま
し
た
。
東
京
帝
国
大
学
法
科
を
卒

果
し
て
判
事
と
な
り
、
東
京
地
方
裁
判

所
、
東
京
控
訴
院
判
事
部
長
な
ど
を
歴

教
育
者

　
西
川
順
之
（
に
し
か
わ
ま
さ
ゆ
き
）

　
西
川
正
順
の
二
男
と
し
て
１
８
７
３

年
（
明
治
６
午
壬
生
町
城
南
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
東
京
高
等
師
範
学
校
を
卒

業
し
、
開
校
教
授
兼
幹
事
、
文
部
省
監

測
機
舎
設
立

　
西
川
末
三
（
に
し
か
わ
ま
つ
ぞ
う
）

　
西
川
正
順
の
三
男
と
し
て
１
８
７
７

年
（
明
治
1
0
年
）
壬
生
町
城
南
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
旧
制
栃
木
中
学
校
を
卒
業

し
、
東
京
帝
国
大
学
農
科
大
学
林
美
実

科
に
進
み
、
１
９
０
２
年
（
明
治
3
5
年
）

に
卒
業
、
同
大
学
農
科
助
手
と
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
１
９
０
６
年
（
明
治

3
9
年
）
同
大
学
台
湾
演
習
林
主
任
と
し

て
渡
台
、
７
年
半
後
に
風
土
病
に
か
か

り
日
本
仁
尻
っ
た
１
９
１
８
年
（
大
正

８
年
）
、
玉
屋
測
量
器
製
作
所
に
入
社

し
ま
し
た
が
、
争
議
の
と
ば
っ
ち
り
を

一
受
け
１
年
間
で
退
職
、
翌
1
9
年
に
測
機

任
し
、
１
９
２
１
年
（
大
正
1
0
年
）
大

審
院
判
事
と
な
り
ま
し
た
。
会
計
検
査

官
懲
戒
裁
判
所
裁
判
官
を
兼
ね
、
次
い

で
宮
城
控
訴
院
長
に
転
任
、
１
９
３
１

年
（
昭
和
６
年
）
大
審
院
部
長
に
栄
転

し
ま
し
た
。
時
の
「
名
判
事
」
と
し
て

知
ら
れ
ま
し
た
。

学
官
な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

旧
制
高
知
高
等
学
校
、
松
本
高
等
学
校

（
現
信
州
大
学
）
校
長
を
務
め
、
教
育

者
と
し
て
名
声
を
博
し
ま
し
た
。
正
三

位
勲
二
等
に
叙
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

合
同
人
に
経
営
統
帥
者
と
し
て
迎
え
ら

れ
、
3
3
年
間
測
機
合
発
展
の
た
め
努
力

し
て
き
ま
し
た
。

　
測
量
機
械
と
い
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の

ガ
ー
レ
ー
と
い
わ
れ
た
大
正
時
代
に
、

こ
れ
に
対
抗
し
て
立
ち
上
が
っ
た
測
複

合
は
、
努
力
を
か
さ
ね
て
半
世
紀
で
ガ

ー
レ
ー
を
追
い
越
し
、
遂
に
ア
メ
リ
カ

に
ま
で
遂
出
し
商
戦
に
勝
ち
ま
し
た
。

　
戦
時
中
は
軍
需
工
業
に
指
定
さ
れ
、

航
空
用
計
器
で
日
本
唯
一
の
製
造
所
と
な

り
ま
し
た
。
戦
後
は
特
殊
な
測
定
器
に
取

り
組
み
、
ス
イ
ス
の
ワ
イ
ル
ド
社
・
ド
イ
。

ツ
の
ツ
ァ
イ
ス
社
と
共
に
測
量
機
の
３
大

づ
・
Ｉ
カ
ー
と
し
て
世
界
に
名
を
知
ら
れ
輸

出
で
も
業
績
を
伸
ば
し
ま
し
た
。

８



町
と
壬
生
郵
便
局

災
害
時
の
協
力
体
制
で
協
定

　
町
と
壬
生
郵
便
局
と
の
「
災
害
発
生

時
に
お
け
る
協
力
に
開
す
る
覚
書
」
の

調
印
が
Ｈ
月
Ｈ
日
、
役
場
町
長
座
で
清

水
町
長
と
小
宮
栄
司
壬
生
郵
便
局
長
と

の
間
で
行
わ
れ
、
協
定
が
同
日
付
で
発

効
し
ま
し
た
。

　
協
定
に
は
、
町
内
で
地
震
な
ど
に
よ

る
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、
両

者
が
管
理
す
る
施
設
、
用
地
な
ど
を
被

災
者
の
た
め
に
避
難
場
所
と
し
て
開
放

式
典
で
あ
い
さ
つ
す
る
清
水
町
長

-

す
る
ほ
か
、
郵
政
事
業
を
滞
り
な
く
進

め
る
た
め
の
援
護
対
策
、
地
理
や
地
域

の
家
族
構
成
な
ど
に
詳
し
い
郵
便
局
員

の
特
性
を
生
か
し
た
被
災
者
の
早
期
情

報
の
相
互
提
供
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
壬
生
町
消
費
老
友
の
会
（
栗
原
芳
子

会
長
）
の
設
立
2
0
周
年
記
念
式
典
が
１
１

月
Ｈ
日
、
清
水
町
長
、
田
中
町
議
会
則

議
長
、
川
村
県
生
活
環
境
部
次
長
を
来

賓
に
迎
え
、
会
員
多
数
が
出
席
、
ハ
ー

ト
ピ
ア
晩
翠
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
消
費
老
友
の
会
は
、
昭
和
5
3
年
６
月

1
0
日
に
設
立
さ
れ
、
「
賢
い
消
費
者
」

を
目
指
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展

開
、
近
年
は
「
地
球
環
境
は
あ
な
た
の

足
元
か
ら
」
を
合
言
葉
に
牛
乳
パ
ッ

ク
・
ア
ル
ミ
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収

や
レ
ジ
袋
の
辞
退
な
ど
、
会
員
が
一
つ

覚
書
を
取
り
交
わ
す

　
　
　
　
清
水
町
長
（
右
）
と

　
　
　
　
　
　
　
小
宮
壬
生
郵
便
局
長

に
な
っ
て
環
境
保
全
に
努
め
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
式
典
終
了
後
、
県
消
費
生
活
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
若
村
育
子
氏
に
よ
る
「
暮
ら
し

と
環
境
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ

れ
、
フ
リ
し
ジ
ン
グ
や
揚
げ
物
な
ど
の

残
り
油
の
問
題
な
ど
、
生
活
に
密
着
し

た
話
題
に
参
加
者
は
、
興
味
深
く
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

｜■一一一一一一一一一一一一一一
. . . ■ ＿ ■ ｜------------------一一一一一一一一

包
装
紙
と
牛
乳
パ
ッ
ク
の

ア
イ
デ
ア
利
用
を
考
え
ま
し
ょ
う

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ラ
ワ
ー

壬
生
町

　
　
消
費
者
友
の
会

　
旅
の
思
い
出
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
な

ど
に
、
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
素
敵
な
包
装
紙
が
た
く
さ
ん
出

回
っ
て
い
ま
す
。
捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
。

捨
て
る
前
に
、
も
う
コ
茨
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

服
装
に
合
わ
せ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

牛
乳
パ
ッ
ク
の
正
座
イ
ス

　
牛
乳
パ
ッ
ク
と
余
り
布
を
使
っ
て
、
正
座
イ
ス
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
し
り
の
下
に
い
れ
て
座
る

と
、
膝
の
負
担
が
少
な
く
楽
に
座
れ
ま
す
。
千
四
胆
）

○
消
費
生
活
展
（
２
月
・
壬
生
中
央
公
民
館
）
で
実

　
習
を
行
い
ま
す
。

再
生
品
を
買
い
ま
し
ょ
う

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

　
ボ
ー
ル
紙
の
芯
の
な
い
、
中
ま
で
使
え
る
の
が
経

済
的
で
す
。

テープ･ガムテープ･はしきれ・綿洗って乾かした牛乳パック材料牛乳パックの正座イス

●最後に上部に綿を入れ布で

　カバーする

を応用として、牛乳パックをそのまま

組み、イスか出来ます

］

１ １ １

１ １ １
〉

テーブでとめる

[T▽]⇒

6回

6cm

6cm

でとめて上下に同型の

ダンボールを当てる

y、

jど
切引 なす

①

次
回
は
、
「
レ
ジ
袋
辞
退
と
生
ゴ
ミ
の
堆
肥
化
に
つ
い
て
」
で
す
。

９



　
　
「
相
撲
を
見
る
の
が
好
き
で
、
テ
レ

ビ
中
継
が
あ
る
と
き
は
二
人
で
見
て
い

ま
す
。
」
と
い
う
、
鈴
木
甫
さ
ん
・
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゝ

ク
さ
ん
夫
妻
。

　
犬
正
６
年
に
生
ま
れ
た
甫
さ
ん
は
、

昭
和
９
年
に
旧
制
栃
水
中
学
（
現
在
の

｀W「

密達者　　ソ

カッフル(⑩

今井
鈴木 甫さん(８

サクさん回

壬生北小学校６年

　　川　又　一　慶

卜妻

青
春
ス
ケ

ッ
チ
萌

　　　　何にでもチャレンジ

　　　　　　　安塚一　　大出　佐奈汪さん

　「いまテニスを習っていて、もっと上手になり

たいです。それから、今年はスキーの１級を取り

たいです｡」と、意欲を燃やす佐宗匠さん。

　海外旅行先のバリでも、カエル・アヒル・ヤギ

の料理を食べ、ニシキヘビを首に巻き、大トカゲ

を抱っこするなど、何にでもチャレンジしていま

す。

　佐奈江さんの夢は「老後に、ニュージーランド

に家を買って過ごすこと」だそうです。

覗
◎
⑩
岳

10

壬生北小学校６年

　　粂　川　未　季



栃
木
高
等
学
校
）
を
卒
業
後
、
歩
兵
隊

に
入
隊
す
る
昭
和
1
4
年
ま
で
東
武
宇
都

言
訳
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。

　
入
隊
後
、
甫
さ
ん
は
中
国
犬
陸
に
渡

り
、
兵
役
に
つ
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
昭
利
1
3
年
に
旧
制
栃
木
実
業

女
学
校
を
卒
業
し
た
サ
ク
さ
ん
は
、
実

家
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
二
人
が
結
婚
し
た
の
は
、
甫
さ
ん
が

戦
地
か
ら
一
時
帰
国
を
し
て
い
た
昭
和

1
9
年
の
こ
と
で
す
。

　
満
州
（
現
在
の
中
国
泉
北
郡
）
で
終

戦
を
迎
え
た
甫
さ
ん
は
、
そ
の
後
シ
ペ

リ
ア
に
抑
留
さ
れ
、
帰
国
し
た
の
は
昭

和
９
４
一
年
の
こ
と
で
し
た
。

　
帰
国
後
に
農
業
を
始
め
て
以
来
、
３

援
農
隊
時
代
の

　
　
思
い
出
を
刻
ん
だ
歌
碑
を
建
て
る

　
国
谷
在
住
の
山
野
茂
さ
ん
（
他
言

は
、
学
生
時
代
に
長
長
隊
（
農
作
業
の

支
援
）
の
一
員
だ
っ
た
当
時
の
思
い
出

を
っ
づ
っ
た
歌
碑
を
北
海
道
士
別
市
に

建
て
ら
れ
、
地
元
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
山
野
さ
ん
は
、
宇
都
宮
長
学
校
玩

在
宇
都
宮
白
楊
高
校
）
４
年
生
だ
っ
た

昭
和
1
9
年
、
働
き
手
が
戦
地
に
い
っ
て

し
ま
っ
た
農
家
を
支
援
す
る
長
長
隊
の

言
貝
と
し
て
、
同
級
生
ら
と
共
に
士
別

市
多
寄
地
区
に
お
い
て
、
農
家
に
寝
酒

ま
り
し
な
が
ら
約
３
ヵ
月
間
、
稲
作
な

ど
を
手
伝
い
ま
し
た
。

　
こ
の
長
長
隊
が
縁
と
な
り
平
成
３
年

４
７
‥
年
ぶ
り
に
現
地
を
訪
れ
た
際
、
農
家

の
人
た
ち
の
手
厚
い
歓
迎
に
接
し
、
当

時
の
こ
と
を
っ
づ
っ
た
Ｔ
心
の
旅
路
」

と
い
う
詩
を
作
り
、
ギ
タ
ー
で
曲
を
付

け
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
士
別
市
に
は
、
市
民
の
方
た
ち
が
作

っ
た
詩
や
短
歌
を
石
碑
に
し
て
立
て
て

お
く
「
想
い
出
の
森
」
が
あ
り
、
現
地

の
関
係
者
が
山
野
さ
ん
の
詩
も
石
碑
に

年
前
ま
で
二
人
で
農
業
を
営
ん
で
き
ま

し
た
。

　
甫
さ
ん
の
趣
味
は
植
木
の
手
人
れ
と

野
菜
づ
く
り
で
、
サ
ク
さ
ん
の
趣
味
は

草
花
の
栽
培
と
、
生
徒
を
と
っ
て
敦
え

て
い
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
編
み
物
で

す
。
　
現
在
、
長
男
夫
婦
と
暮
ら
し
て
お
り
、

保
育
園
に
通
う
お
孫
さ
ん
と
遊
ぶ
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
の
で
す
が
、
「
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
」
に
関
す
る
ク
イ
ズ
な
ど

を
出
さ
れ
、
木
を
片
手
に
、
答
え
に
四

苦
ハ
苦
し
て
い
る
と
笑
っ
て
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。

刻
む
こ
と
が
計
画
。
こ
の
話
を
聞
い
た

山
野
さ
ん
が
申
し
出
自
費
で
立
て
ら
れ

た
も
の
で
す
。

チピッ子アルバム
-

綴
代
ち
ゃ
ん
（
土
成
Ｈ
か
月
）

　
　
（
父
）
荒
川
　
勝
彦
さ
ん

　
　
（
母
）
　
々
　
　
治
代
さ
ん

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

（
安
塚
中
失
）

元
気
い
っ
ぱ
い
、
遊
ん
で
ネ
。

(県営壬生住宅)

秀哉ちゃん（３か矩

　　（父）倉持　秀昭さん

　　（母）ク　有子さん

お母さんから一言

　明るい子になってほしい。

　　　「チビッ子アルバム」コーナーのお子さんを募集しています。ご希望の方は、お子さんの写真と簡単なメッセージを

11　　添えて、町総務部企画財政課広報広聴係（�８２－１２３４　内線212）までお送りください。



ピ
計
肘
釧
に
胆
形
影
昇
役

　
県
幼
稚
園
連
合
会
、
県
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
共
催
に
よ
る
「
ピ
カ
ピ
カ
の

栃
木
県
・
公
共
施
設
美
化

1 0
万
人
運

動
」
が
、
今
年
も
Ｈ
月
４
日
か
ら
８
日

に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
県
内
の
幼
稚
園
に
通
う
園

児
が
家
族
と
一
緒
に
環
境
美
化
活
動
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
家
族
の
あ
り

か
た
」
、
「
環
境
」
、
「
公
共
心
」
に
つ
い

玉
承
族
ぐ
る
み
で
考
え
て
も
ら
お
う
と

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
本
町
で
は
、
町
内
５
つ
の
幼
稚
園
に

通
う
園
児
と
そ
の
家
族
が
期
間
中
に
。

　
9
4
j

l
;
4
｢
M
E
g
Q
I
F
X

3
y
?

|
¥

　
　
&
‐
‐
‐
Ｊ
ａ
ｌ
Ｓ
ｇ

Ｍ

ｇ
Ｊ
ｋ
Ｊ

Ｉ

ｇ
Ｉ

Ｓ
Ｉ
Ｓ
ｇ
Ｓ

城
址
公
園
や
幼
稚
園
周
辺
道
路
等
の
ゴ

ミ
や
空
き
缶
、
落
ち
葉
な
ど
の
清
掃
を

行
い
地
域
の
環
境
美
化
に
努
め
ま
し
た
。

雨
の
申
自
慢
の
腕
を
競
う

　
第
1
2
回
壬
生
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
が
Ｈ

月
2
6
日
、
星
の
宮
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

で
、
１
１
９
名
（
男
子
の
部
１
０
４
名
、

写
真
右
か
ら
鈴
木
啓
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
崎
一
之
さ
ん

煙
の
充
満
し
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で

　
　
　
煙
道
避
難
体
験
を
す
る
参
加
者

女
子
の
部
1
5
名
）
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
天
気
に
な
り

ま
し
た
が
、
雨
に
も
負
け
ず
真
剣
な
プ

レ
ー
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
各
部
門
の
入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

男子の部 ネット グロス

優勝 田村光宏 66.2 83

準優勝 小島正司 66.4 76
３位 高橋正義 68.8 76
４位 甫坂利一 69.6 84

５位 田村恭一 69.6 84

６位 大垣成仙 69.8 89

７位 丸山典夫 70.0 94

８位 粂川憲一 70.6 97

９位 前原康弘 70.6 85

１０位 大塚勝己 71.0 83

女子の部 ネット グロス

優勝 鈴木啓子 69.8 ﾌﾌ

準優勝 谷田貝文子 70.0 94
３位 天野優子 72.6 87
４位 佐藤アイ 75.2 92

５位 荒川幸枝 76.0 112

男子グロスの部 スコア

＼優勝 柏崎一之 フＩ

準優勝 斎藤裕一 75
３位 高橋正義 76

４位 板橋康雄 76
５位 小島正司 76

女子グロスの部 スコア

優勝 鈴木啓子 ﾌﾌ

-

い
ざ
と
い
う
．
岡
の
た
め
に

駅
東
自
治
会
防
災
訓
練

　
体
験
を
通
じ
て
防
災
意
識
を
高
め
よ
　
　
の
中
を
、
出
口
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い

う
と
、
駅
束
自
治
会
（
伊
藤
帰
一
会
長
）
　
く
煙
道
避
難
体
験
で
は
、
「
ほ
と
ん
ど

の
防
災
訓
練
が
Ｈ
月
1
6
日
、
駅
束
児
童
　
　
前
が
見
え
な
い
」
と
驚
く
参
加
者
が
多

公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
く
、
火
災
現
場
で
の
避
難
の
難
し
さ
を

　
消
防
組
合
壬
生
分
署
の
野
沢
署
長
に
　
　
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

よ
る
講
話
に
続
い
て
人
工
呼
吸
の
体
験
　
　
　
消
火
訓
練
で
は
、
消
火
器
を
使
っ
て

訓
練
が
行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
、
訓
　
　
実
際
に
炎
を
消
す
体
験
や
、
過
熱
し
た

練
用
の
人
形
を
相
手
に
、
消
防
署
職
員
　
　
テ
ン
プ
ラ
油
の
発
火
実
験
が
行
わ
れ
、

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
人
工
呼
吸
の
手
　
　
火
災
時
の
対
処
方
法
や
、
い
ざ
と
い
う

順
を
学
び
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
の
心
構
え
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
煙
を
充
満
さ
せ
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

　
女
性
の
地
位
向
上
を
目
指
す
「
女
性

の
社
会
参
加
支
援
特
別
推
進
事
業
」
と

し
て
本
年
度
、
文
部
省
の
委
嘱
を
受
け

て
い
る
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ー
の
視
点
で
意
識

を
変
え
て
み
ま
せ
ん
か
」
壬
生
地
区
研

修
会
（
久
賀
和
代
　
壬
生
地
区
実
行
委

員
長
）
が
Ｈ
月
1
3
日
、
壬
生
中
央
公
民

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
、
社
会
・
文
化
の

中
で
、
「
女
は
（
男
は
）
こ
う
あ
る
べ

き
」
と
規
定
さ
れ
て
き
た
性
差
の
こ
と

で
、
『
男
女
と
も
「
ら
し
さ
」
に
と
ら

わ
れ
ず
に
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が
大

切
』
と
訴
え
ま
し
た
。

　
研
修
会
は
、
開
会
式
の
あ
と
講
演
。

　
　
　
　
）

ビ
デ
オ
視
聴
と
続
き
、
最
後
に
行
わ
れ

た
フ
ォ
土
フ
ム
で
は
、
参
加
者
が
活
発

に
意
見
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。
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「
ふ
る
さ
と
直
売
所
コ
ン
テ
ス
ト
」

　　　１

心／

藤
井
農
産
物
直
売
所
が
優
秀
賞

　
毎
週
土
曜
日
、
町
内
３
か
所
で
直
売

所
を
聞
い
て
い
る
藤
井
農
産
物
直
売
所

部
会
（
阿
久
津
勝
部
会
長
）
の
直
売
所

が
、
1
0
月
2
4
目
～
2
6
日
に
宇
都
宮
市
の

マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ
で
聞
か
れ
た
「
ふ
る

さ
と
マ
ロ
ニ
エ
フ
ェ
ア
1
9
7
」
の
最
終

日
に
実
施
の
「
ふ
る
さ
と
直
売
所
コ
ン

テ
ス
ト
」
で
、
参
加
2
0
チ
ー
ム
の
中
で

み
ご
と
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
マ
ロ
ニ
エ
フ
ェ
ア
会
場
に

（
写
真
右
か
ら
長
副
部
会
長
、
阿
久
津
部
会
長
）

壬
生
郷
友
会

特
設
さ
れ
た
各
団
体
の
直
売

所
を
、
農
協
中
央
会
な
ど
の

代
表
か
ら
成
る
委
員
会
が
審

査
し
、
モ
ニ
タ
ー
投
票
の
結

果
を
加
味
し
て
各
賞
を
決
定

す
る
と
い
う
も
の
で
、
産
品

の
独
自
性
や
、
販
売
方
法
・

接
客
態
度
な
ど
が
審
査
の
基

準
に
な
り
ま
す
。

且
半
言
ド
刄
莉
行
七
わ
れ
摩
９

　
１
２
０
年
の
歴
史
の
あ
る
壬
生
郷
友
　
　
町
の
発
展
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

会
（
太
田
金
谷
会
長
）
の
平
成
９
年
秋
　
　
　
ま
た
、
会
員
一
同
か
ら
歳
末
助
け
合

季
総
会
が
Ｈ
月
2
4
日
、
多
数
の
会
員
が
　
　
い
募
金
が
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
し
て
東
京
都
豊
島
区
で
行
わ
れ
ま
　
　
　
な
お
、
壬
生
郷
友
金
で
は
会
員
を
募

し
た
。

っ
て
い
ま
す
。
壬
生
町
出
身
の
方
で
し

　
総
会
に
は
、
町
か
ら
松
井
町
議
会
議
　
　
た
ら
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
の

長
、
毛
塚
収
入
役
が
出
席
、
会
員
の
皆
　
　
で
、
次
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

さ
ん
は
出
身
自
治
会
別
の
会
員
バ
ッ
チ
　
　
◇
壬
生
郷
友
会
事
務
所

を
つ
け
、
同
郷
の
集
い
は
、
東
京
で
は
　
　
　
〒
1
4
4
東
京
都
大
日
区
萩
中
１
‐
９
‐
1
8

親
類
が
集
ま
っ
た
よ
う
な
も
の
で
、
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
田
　
志
麻
　
方

齢
の
差
を
越
え
て
話
題
が
弾
み
、
壬
生

之

スポーツを通して

　自治会の交流を図る

　下表町自治会（山岸英夫会長）の第６回ファミ

リー体育祭が11月２目、自治会員約６００名が参

加して、町南部運動場で行われました。

　これは、会員相互の交流を図ろうと行われてい

るもので、今回の体育祭は班対抗で行われ、各班

から選ばれた選手や隣近所の人たちの応援にもひ

ときわ熱がはいり、二人三脚やムカデ競争などの

競技に汗を流し、楽しい一目を過ごしました。

町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
第
1
3
回
壬
生
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ー
ル

大
会
が
Ｈ
月
２
日
・
９
日
の
両
日
、
南

犬
飼
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
町
内
外
か
ら
男
子
1
3
チ

ー
ム
、
女
子
４
チ
ー
ム
が
参
加
、
白
熱

し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
成
　
績

【
男
　
子
】

優
　
勝
　
て
ま
り
チ
ー
ム

準
優
勝
　
壬
生
体
協
チ
ー
ム

三
　
位
　
都
賀
Ａ
チ
ー
ム

【
女
　
子
】

優
　
勝
　
都
賀
ク
ラ
ブ

準
優
勝
　
壬
生
ク
ラ
ブ

三
　
位
　
西
方
　
女
子
チ
ー
ム

⑤⑤
　
　
　
　
町
文
化
祭
互
選
高
点
作

　
　
　
　
短
　
　
歌

相
槌
を
う
た
ね
ば
こ
の
座
が
白
け
る
と

思
え
ば
黙
す
ほ
か
に
術
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
林
　
文
恵

天
気
と
は
気
紛
れ
者
と
予
報
官
外
れ
し

冷
夏
を
謝
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
　
セ
ン

ネ
ク
タ
イ
に
背
広
姿
の
お
父
さ
ん

自
家
用
車
に
て
ゴ
ミ
出
し
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茂
木
　
富
美

こ
れ
だ
け
は
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
い

つ
つ
逆
巻
く
波
を
見
つ
め
て
居
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
ヒ
ロ

俳
　
　
句

寝
そ
べ
っ
て
若
さ
は
み
出
す
浜
日
傘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
井
秋
汀

ぐ
６
や
　
　
　
　
　
　
　
・
　
一
・
　
ま
か

厨
の
灯
消
し
て
ち
ち
ろ
に
任
せ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
佳
世
子

　
　
　
　
　
　
　
注
・
ち
ち
ろ
…
こ
お
ろ
ぎ

蕗
む
く
や
筋
通
し
た
き
こ
と
の
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
田
　
節
子

大
高
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
茶
髪
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
淑
子
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こ

差斟七応昏牛嗜を

ニニ壬生町の文化の秋を代表ず基壬生町文化協会（大橋

　理三郎会長）主催の第19回壬生町文化祭が10月26日か

　ら11月30日まで、壬生中央公民館で開かれ文化協会各

＞部による芸術と文化の薫る催しが行われ、訪れる人を

んぴよう音頭が発表され｀ヽ~

るなど、若い世代に壬生の伝統文化が引き継がれ

ています。

「
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
‐
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
‐
－
・

｜ ･ ･ ‾ ・
｜　・

　
平
成
ワ
／
年
の
法
律
改
正
で
新
た
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
「
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
」
の
受
付
が
、

｜

｜　｜1 . .

‐‐
平
成
1
0
年
３
月
3
1
日
で
終
了
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
‐

Γ
－
－
－
－
‐
－
－
－
－
－
－
‐
－
－
－
－
－
－
－
－
‐
－
－
－
Ｌ

　
《
対
象
と
な
る
方
》

　
　
満
州
事
変
以
後
公
務
上
死
亡
さ
れ
た
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
で
平

　
成
７
年
４
月
―
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
け

　
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
ご
遺
族
の
う
ち
の
先
順
位
者
に
特

　
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
　
①
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

　
　
　
法
に
よ
る
弔
慰
金
を
受
給
し
た
方
。

　
　
②
戦
没
者
等
の
子
。

　
　
③
戦
没
者
と
生
計
を
共
に
し
て
い
た
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄

　
　
　
弟
姉
妹

　
　
　
（
平
成
フ
年
４
月
１
日
に
お
い
て
婚
姻
に
よ
り
姓
が
変
わ
っ
て

　
　
　
い
る
方
又
は
遺
族
以
外
の
人
と
養
子
縁
組
を
し
て
い
る
方
を

　
　
　
除
き
ま
す
）

　
　
④
上
記
③
以
外
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹

　
　
⑤
上
記
①
か
ら
④
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族

　
　
　
（
戦
没
者
等
の
死
亡
ま
で
引
き
続
い
て
１
年
以
上
生
計
を
共
に

　
　
　
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
）

⑤
問
合
せ
先

　
・
町
民
生
部
福
祉
課
（
�
8
2
－
１
２
３
４
内
線
１
２
６
）

W

寄
　
付
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

言
数
字
は
寄
付
回
数
）

合
１
０
１
円
③
　
　
　
佐
藤
　
史
子
様

合
１
万
円
⑩

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
虹
の
会
様

合
８
千
円
⑥
　
壬
生
町
盆
栽
ク
ラ
ブ
縁

合
２
万
円
①
　
　
　
壬
生
町
菊
花
会
縁

合
５
万
円
⑦

　
　
　
濁
協
医
科
大
学
病
院
看
康
郎
様

合
１
万
３
子
４
０
０
円
①

　
　
　
　
壬
生
町
文
化
協
会
吟
詠
郎
様

合
１
万
２
子
４
４
９
円
⑥

　
　
　
　
　
　
　
　
壬
生
町
商
工
会
様

に大納　●　●
納変期　国　町
付込限　民　県
しみ間　　年　　民
ま合際＿金＿税
しいは納＿納．､、

よま　｀期２期４うす納限月限昂
゜　゜付１分２

　お窓月゛゛月
　早口30　　2
　めが日　　日　　　－　　－

１
月
の
納
税
等

ﾅj.･.:ﾌJ･

.

･
゜111.:
･･

･ま･
1:
･

1.1
;

.･

ちのうごき＞7･……5111°･..：

ソ　　ニ　12月１日現在

　総人口40

,121人（△14）

　　男　19

,

756人（△10）

/J.j.ｿﾞ･.･.=.‥‥‥‥女京.=･=･.･1

…

…=20｡･365人　（△　4）

ﾌﾟ1･･.･゜･世帯数:=:ﾉ･::112

,
71
.･
6世帯（　　9）

　　　　　（　）内は前月比
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壬生町文化祭
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